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嘲

號 九 十 二 百 三 第 誌 雜 學 物 動（U1 ）

紡
出
し
つ

主

あ

る

絹
絲
の
一

端
を
取
今
、

急
に

牽
引
す
れ

ば、

牽

引
力
は

更
に

内
部
に

及

ぽ

し、

通
常
塲
合
に

比

し

著
し
く
内
方

迄

液
状
絹

を

繊
維
化

せ

し
む

る

事
を

得
。

　
　

　
　

（

永

澤
六

郎
）

雜

鋒
｝

●
マ

ン

ボ

ウ

の

子
ー

サ

ゴ

リ

シ

三
フ

」

　
前
々

號
に、
マ

ン

ボ

ウ

の
「

ペ

ン

ネ

ラ
」

に

就
て

記
し
乾

る

塲
合
同

一

の

マ

ン

ボ

ウ

に

於
て
、

（）
蕊

ぎ
聴

藷
へ

§
o

ミ

及

℃
ミ
〜

Q

嵐

ミ

違
雫

こ
餮

豊

を
得

だ
る

こ

と

を
逋
べ

置
き
た
b

。

　
O
藍

ミ
ミ
賦

喚

§
。

ぎ

は

宍
戸

氏
が
气

動
物

學
雜
誌
』

第
百

十
三

號
に

S
象

ミ
§

ミ
塞

薹
ミ
ミ
蛛

奎

犀
暈

酵

霧

と
し
て

報
告
し
陀
る

も
の

に

て
、

余
の

標
本
も

宍
戸
氏
の

觀
察
し

陀

る

も
の

と
同
一

種
な

る

が

如

し
。

故
に

茲

に

は、

同
氏
の

記
載

に

漏
れ

陀
る

數
點、

及
同

氏

及
ス

コ

ッ

ト

記
載
圃

書
と
多
少

相

蓮
せ

る

黙
な

ど
を

記
蓮
す

る

に

止
む
べ

し
。

　

分
離
せ

る

第
一

及

第
二

胸
節
の

中、

第
二

の

方
蓬
か

に

第
一

よ

b
幅
（

左

右
の
）

独
く、

且

つ

第
一

は

左
右

兩

端

銑
る

尖
れ

ど、

第

二

節
は

鋭
く

尖
る

こ

と
な

し
。

爾

ほ

〉
宮
一）
ト

鬘
く

融

8
雷

の

圖
せ

る

9・
蕁

ミ
。、．ト

き
§
ミ

ミ
こ

爵
§

に

比

す
る

に、

二

個
の

分

離

胸
節
の

前
後
の

長
さ

は−

余
の

標
本
の

方
可
な

り

著
し
く

小

な

b
。

　

冒【（）
〜

ご

チ

o。

oo

霧

は

O
ま
丶
亭

ξ
ミ

ぎ
ぎ
ミ

屬
の

標
徴
の
一

と

し
て
、

小

觸
角
の

三

節
よ

う

威
る

こ

と
を
舉
げ
し

も
、

余
の

標
本

（

雜

　

　
録
）

　

○
 

ン

潔

ウ

の「
オ

ー
サ

ゴ

リ

シ

コ

ラ
」

．

　

に

て

は
、

小

觸
角
は

實
際
四

節
よ

り

成

れ

り
o

尤
も

外
面
よ

b
明

　

か

に

見

ゆ

る

は

三

節
の

み

に

し
て
、

最
初

の

小
な

る
一

節
は

頭

部

　

前
側
縁
の

凹
所
に

埋

沒
せ

り
（

註
一
） 。

外
面
に

現
は

れ

た

る

三

節
の

　

中、

基

部
の
一

節
は

最

も

太

く
且
つ

長
大
に

し
て、

そ

れ

自

身
に

　

て

優
に

他
の

二

節
に

比

敵
し、

末
節
は

最
小

に

し
て

細
し

。

斑
ほ

冖
广

基

部
の

大
節
は

末
端
太
亡
な

娶
、

此

部
に

短
く

し
て

鈍
端
を
有
す

靄

購
韈
礬
緤
膳
糶

∵
鑁
翁

箟
・
て

著
し

条
文

先

纓
鈎

梦
苓

　

し
て

蟲
體
の

内

後
方
に

向
へ

塾
。

　

　

大
顎

は

長
く

し
て

針
斌
を

な

し
、

基

部
太
く

し
て

先
端
細
く、

　

饐
の

正

中

線
に

澹

ひ
縱
に

後
方

に

向
て

位

置
す。

其
の

先
端
に

は

　

斜
に

位

置
せ

る

稍
菱
形
の

開

口

あ
り

。

此
の

開
口

の

局

圃
に

は
極

　

め

て

微
細
な

る

齒
懸
突
起

を
認
む

。

　

　

第

藪
脚

驫
二

庶
細

ε
て

三

節
よ

う

成
る

。

末
節
は

鈎
獣
を

　

な

し．

其
の

遡
側
に

は

櫛
歌

突
起
あ

り
。

此
の

突
起
は

節
の

末

端

　

に

蓮
つ

く

に

從
ひ

て

漸
次
に

大
と

な

る。

中
飾
の

末
端
に

は
、

一

　

側
に

乳
頭

朕
突
起、

他
側
に

棘
默
突
起

あ

り
。

何
れ

も

微
細
な

る

毛

　

を
以
て

被
は

る
。

ス

コ

ッ

ト

は

此
の

棘

状
突
起

を
ば

圖
せ

し
も

、

　

乳
頭
獣
突
起
を
ば

逸

せ

り
〔
註

二
）

。

　

　
　
（

註
二

Y．．
邑｝
δ

一
達

藻
7

弓

醇
陣
。・

庄
。

α
。

唱＾
曽

亀
P
  ．
〈
巳．

震

目、
『

×
図

く

自
鬥曽

　

　
　
臨

写

嵩゚

尸

彜
麟゜

或
に

實
攤

有
ぜ

ざ

り
し

も
の

〃
o

　

　

第
二

顎

脚
は

稍
大

觸
角
の

如
き
構…

造

を

示

し
、

末
節
は

強

大

に

一
＝

N 工工
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馳

φ

（ll2）並五年
噛

三月十

，

五
宀

口

（

難
　
　

熱呷
）

　

0
マ

ン

潔

ウ

の
h
オ

ー
サ

ゴ

リ

シ

コ

ラ
」

し

そ
簡
單
な

る

鈎
を
な

す
。

其
の

先
端
は

内
（

少

し

く

前
）

方
に

向

へ

り。

末
飭へ
に

接
す
る

一

篩
は

太
く
し

て、

其

腹
面
に

は

數
個
の

餘
与

畏
か

ら
ざ

る

棘
駄

突

起
あ

り
。

其
中、

末
節
に

近
き
部
に

在

る

者
は

先

端

鈍
な

り
。

　

胸
脚
は
一

見

覧
 
o
屡
o

勢

　
の

如

き

觀
を
呈
し、

　
先

端
總
て

二

枝

を
な

す

龕
三
） 。

　

胸
脚
は

總
て

四

鋼
あ

り
。

前
方

の

者
よ

り

後
方
の

者
に

至

る

に

從
ひ

訳

第
に

大
と
な

る
。

殊
に

前
方
の

二

齶
（

就

中
最
葡
の
一

甥
）

は

頗

る

小

な

わ
。

笛
二

及

第
二

對
の

内
外
二

枝
は

そ

れ

く
二

節

よ

り

な
る
（

註

四
）

。

第
一

鋼
の

枝
は

細
く
し

て

棒
歌
な

り
。

内

枝
の

方

外

枝
よ

り

短
し

。

各

枝
の

先

端
は

微
細
な

る

粒
歌
突
起
に

て

被
は

る
。

外日
板

に

は

數
個
の

短
き

棘
欺
突

起
あ

れ

ど、

内
枝
に

は

之

な

し
（

購
三

）
。

第

二

甃
は

第
一

對
よ

b
稍
大

く、

各

枝
殆

ど

同
大
な

り
。

枝
の

末
節
は

大
に

し
て

葉
状

を
な

し、

縁
邊
に

は

僅
數
の

短
き

棘
駿
突

起
、

表
面

に

は

微
細
な

る

粒
腴
突
起
あ

り
。

縁
邊
は

李

滑

な

ら
す
し

て
、

多
少
不

規
則

に

四
凸
せ

り
。

二

二

　

す
。

各

枝
は
前
揚
の

二

封
に

反
し

唯
“

節
よ

り

な

る
。

　
　

　
（

註
三
）

宍

戸
氏

は
之

か

橈
脚

と

書
ゼ

リ。

一

　
（

註

四
）

箜

弩
於
・

に
二

暫
盆
臀
著

し
か

ら

蒼
篝
り
・

「
　

　

　

（

註
五
）

類

慨
の’
突

起

ほ

第
→

封
の

胸

脚
に

も

存

在
す

。

　
　

二

個

の

完
全
な

る

標
本
に

就
て

の

測

定
左
の

如

し
（

註
六
）

。

第
い

躙
。

小
觸
角
（

三

十

倍
）。

第
三

圏
。

第
一

胸
脚
（

三

十

倍
）

弍
軸

ゴ凱

ギ

N 工工
一Eleotrdnlo 　Llbrary 　Servlee

第
二

躅
。

第
一

顎

脚
（

三

＋

倍
） 。

’

　
　
　

　

−
’

ぐ
4

−

　
　
　

外

硫

x ＿一

冒

レ
體
長

　

　
゜

脚−
i11111

　

　

　
1

…

。
塑

月

．

弓
騨

．

ご
三

同

じ

く

幅

O

霞
や

で

呂
o

の

後

軅
罐
羇

。

嚇

黐
湾
背

墨

　
　
　

　
　
一

同

じ

く

幅

　
一

〇
〇

コ

肆
爭
H

　
缶

 鴫
ー7

　
　
　

　
す

葺
。

暮

の

背

板
の

幅

標
本
（

亙
）

＝
ハ

圭
粍 一

葉
（

H
）

　

　
　一

　

　
　
　一
五・
五

粍

…
「

津

五・
〇

　
　

五

6

七。
五

　
　

八

6

　

　
　一

冖
．

悟
」

．
五

七

6
．

七
゜

五

宣，
一

9
 

一
一
・
〇
　

　
一

TG

　
　
　
　

　
　

淌
ほ

娼
鬥

o

書

宮
幽

羅

及

枝
の

基

節
に

は、

低
度
の

レ

ン

ズ

に

て

擬
複
眼
歌

構
造

を
示

す

數
個

の

稍
大
な

る

圓

頭
状

突

起
あ

り
〔

註

五
）

。

第
三

及
第
四

對
は

著
し
く

大
に

し
て
、

各

枝
及

び

噂
H
。
d
。

燭
。

釦

夛

何

れ

も
葉
状

を
な

し
、

大

騰
の

構
造

互
に

相
類
似

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
註

六
）

余

は

雄
の

標
本

な

得
ざ

り

し
に

ょ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

り、

以
上
の

記

載
及

測

定
は

何
れ

も
雌
に

　
　
就

て

爲
さ

れ
れ
る

も
の

な

り
p

　
余
の

標
本
は

大
體
に

於
て

宍
戸
氏
及
ス

コー
ッ

判
（

父

子
）

の

記
載

圖
読

と
一

致
す
る

故、

之

等
を
總
て

同
哨

種
と

看
倣
し、

O
§

ぎ
導

s．
身

§へ）
ミ
ミ

§
忌
ミ
象

（

国
閑
（

モ
孱

包

と
同
定
す
べ

し
（

註

七
）

。

ゆ
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（

註
七
）

ト

ミ
蓄

ミ
ミ
纛

な
ろ

燭
名

は
一

八

三

七

年

篤
饗

α

ぐ

雪

匐

に

依
て

鰰

定
苞

　

　
ら

れ
れ

る

も
の

な

れ
ど
、

之

伎
モ

の

少
し

前
（

矢

張

講

年
な
る

も
）

届
團

夏

爵

に

　

　
依
つ

て

既
に

魚

類
の

屬
名
に

用

ひ

ら

れ

カ
う

も

の

な

れ
ば

と

て「
　一

九
〇

二

年、

　

　
圏
○
。

賦
国

　
減
之

を

　
O

ミ
ミ

魯
蔓
ミ

8
竇

　
と

改

め
九

り
（

ス

コ

ッ

ト

に

據
る

）

。

　

本
種
の

分

布
は

頗
る

廣
し、

目
下
知
ら
れ

あ
る

分

布
匿

域
は

左

の

如
し。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
日

本
。

歐
洲
の

諸
海

。

南

阿

弗
利
加

。

ニ

ユ

！
ジ

ー

ラ
ン

ド
。

北
米
の

太
李
及
太

西

洋
岸

。

（

伺
　
勺
｝

蟄
o輔．鄭
ぽ
憶へ、
蚕
qり、
融

象
寓

广冖
就
て、
桟、
　

他

日
又

更一
め

イ、
報
止
冂

ず−
う

り

期
亀

の

ろ

べ

し
。

O
ミ
ミ
甍
o｝
身
ミ
き
驚

の

全

體
圖

に、

前
禺
『

動

物

學
雜

誌
』

第
九

十
一

頁
に

宍

戸
氏

の

羯
出

ぜ

ら

れ

六
る

も
の

あ

れ

ば
、

茲

に

に

之
な

略
す
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

石
井
重
美
）

●
肥
大
吸
蟲
の

構
造
に

關
し
て

　

の

訂
正

及
追
加

　
余
は

本

誌

第
三

百

十

七

號

に

於

て

肥

大

吸

蟲

霎
輪

ミ
（〕
N〔
壼
晦

諦

ぴ

塞
ぎ

の

構

造
を

記
載

し
た

る

が
、

其

中
に

此

種
の

陰

莖
嚢
の

存
在

を
疑
ひ
セ

リ。

其

後
臺
灣
中
川
幸
庵
氏
の

厚
意
に

よ

b
同

地

豚
よ

り

得
た

る

數
個

の

標
本
の

寄
鱈
を

受

け

た

る

を
以
て

充
分
に

其
講

造
を
檢
す

る

を

得

セ
リ

。

主

な
る

部
分
を

摘
記
す
れ
ば

索
の

如

し
。

（

一

蔭
莖
嚢
は

明
に

存
在
す。

さ

れ

共

其

構
造
は

ガ

ド

ー

ネ

ル

（

一

九

〇
二

年
）

の

記

載
と

異
り、

嚢
壁
は
一

般
に

生
殖
輸
管
に

密

に

接
近
し

居
う
、

殊
に

貯
精

嚢
及
其

附
屬
育
嚢
を

圍
め

る

部
分
に

は

其
問
に

殆
ん

ど
間
際
な

ー
。

。

末
端
に

近
き
て

攝
護
腺
部
の

附

近

に

至

り
で

兩
岩
の

間
に

多
少
の

室

瞭
を

生
せ

る

を

見
る

。

射

糟

瞥

1

に

は

明
か

な

る

棘
あ

り
．

　
へ

二
）

體
の

腹
面
に
は

密
接
せ

る

鱗
状
鰊
あ
り

。

背
面
に

は

全

ぐ

是

を

敏
く

。

　
（

三
）

排

泄
嚢
は

最
も
異
な
る

構
造
を

有
す

。

即

ち
正

中
管
よ

b

數
對
の

側

枝
を

出
せ

る

外
體
前

部
に

於
て
一

の

腔
を
な

し
て

口
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兩

吸
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を
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く

圍

繞
せ

り
。

叉

皮
下
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は

網
獣
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あ
り
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上
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は
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o
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に
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せ
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膨
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叉
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蓉
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も
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缺
け
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異

型
と
見
ら
る

べ

き

も

な

ら
ん
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詳

細
な
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報
告

は

他
の

種
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共
に

將
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公

に
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べ
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、
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前

回
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訂
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な
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の
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。
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